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海外サテライトオフィス
仏・リール大学

お知らせ

Ｕ
Ｒ
Ａ
室
　
准
教
授
　 

角
田
哲
啓

　

３
年
前
、
本

学
の
理
事
（
研

究
、
産
学
官
・

社
会
連
携
担

当
）・
副
学
長
に

就
任
し
た
際
、「
研
究
力
の
ワ
ン
ラ
ン
ク
ア
ッ

プ
」、「
イ
ノ
ベ
ー
テ
ィ
ブ
な
研
究
の
推
進
」、

「
産
学
官
・
社
会
連
携
の
強
化
」
の
３
つ
の
目

標
を
掲
げ
ま
し
た
。
お
陰
さ
ま
で
、
本
学
は

こ
の
間
、
ト
ッ
プ
10
％
論
文
数
と
国
際
共
著

論
文
数
の
高
水
準
の
維
持
、
さ
ら
に
は
「
ア

ジ
ア
の
イ
ノ
ベ
ー
テ
ィ
ブ
な
大
学
ト
ッ
プ
75
」

へ
の
３
年
連
続
ラ
ン
ク
イ
ン
を
果
た
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
こ
の
間
、
地
域
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
エ
コ
シ
ス
テ
ム
形
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
産
学

共
創
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
共
同
推
進
プ
ロ
グ

ラ
ム
に
採
択
さ
れ
、
本
学
の
プ
レ
ゼ
ン
ス
を

高
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
地
（
知
）
の

拠
点
整
備
事
業
「
信
州
ア
カ
デ
ミ
ア
」
で
Ｓ

評
価
を
得
た
こ
と
も
大
き
な
誇
り
で
す
。
今

年
度
も
新
た
に
１
０
０
年
企
業
創
出
プ
ロ
グ

ラ
ム
と
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
人

材
育
成
事
業
が
活
動
を
開
始
し
ま
し
た
。
遅

れ
ば
せ
な
が
ら
、
関
係
の
皆
様
方
に
深
い
敬

意
と
感
謝
の
意
を
表
し
ま
す
。
こ
れ
か
ら
３

年
間
、
引
き
続
き
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

信
州
大
学
で
は
、
平
成
29
年
10
月

に
知
的
財
産
・
ベ
ン
チ
ャ
ー
支
援
室

ベ
ン
チ
ャ
ー
支
援
グ
ル
ー
プ
を
立
ち

上
げ
、
大
学
の
研
究
成
果
を
も
と
に

し
た
、
大
学
発
ベ
ン
チ
ャ
ー
の
創
出

や
成
長
を
支
援
し
て
い
ま
す
。
平
成

30
年
３
月
に
は
「
国
立
大
学
法
人
信

州
大
学
に
お
け
る
大
学
発
ベ
ン

チ
ャ
ー
の
認
定
に
関
す
る
規
程
」
を

制
定
し
、
こ
の
度
、
所
定
の
要
件
を

満
た
し
た
10
社
に
対
し
て
、
第
１
回

目
と
な
る
「
信
州
大
学
発
ベ
ン

チ
ャ
ー
」
の
認
定
を
行
い
ま
し
た
。

平
成
30
年
６
月
25
日
に
は
、「
信
州
大

学
発
ベ
ン
チ
ャ
ー
」
称
号
記
授
与
式

を
行
い
、
濱
田
州
博
学
長
よ
り
、
認

定
し
た
10
社
の
信
州
大
学
発
ベ
ン

チ
ャ
ー
に
対
し
て
称
号
記
を
授
与
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
後
、
認
定
し
た
信
州
大
学
発
ベ

ン
チ
ャ
ー
に
は
、「
信
州
大
学
オ
ー
プ

ン
ベ
ン
チ
ャ
ー
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

セ
ン
タ
ー
（
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｃ
）」
を
学
内
料

金
に
て
貸
与
す
る
ほ
か
、Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｃ
を

は
じ
め
と
し
た
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
シ
ョ

ン
施
設
内
で
の
商
業
登
記
、
事
業
計

画
策
定
の
支
援
や
金
融
機
関
・
ベ
ン

チ
ャ
ー
キ
ャ
ピ
タ
ル
と
の
マ
ッ
チ
ン

グ
、
展
示
会
へ
の
出
展
、
大
学
広
報

誌
へ
の
掲
載
に
よ
る
Ｐ
Ｒ
活
動
等
の

支
援
を
行
い
ま
す
。

　

知
的
財
産
・
ベ
ン
チ
ャ
ー
支
援
室

ベ
ン
チ
ャ
ー
支
援
グ
ル
ー
プ
で
は
、

こ
れ
ら
の
支
援
を
通
じ
て
、
信
州
大

学
発
ベ
ン
チ
ャ
ー
の
成
長
を
後
押
し

し
、
本
学
の
研
究
成
果
の
社
会
実
装

を
進
め
て
参
り
ま
す
。

「
信
州
大
学
発
ベ
ン
チ
ャ
ー」
称
号
記
授
与
式
を
開
催

第 1 回認定の信州大学発ベンチャー

学術研究・産学官連携
推進機構長
中村宗一郎

信州型地域イノベーション・エコシステム
公開シンポジウム兼研究会

平成 30年度放送公開講座

信州ベンチャーコンテスト 2018

地域防災減災センター「電波キャッチ」

第 5回信州大学見本市

生体埋込型・装着型デバイス開発
基盤の創出（OPERA）シンポジウム

輸出監理室より
国際学術交流室より
研究コンプライアンス室より

機
構
長
ご
挨
拶

文
部
科
学
省 

地
域
科
学
技
術
実
証
拠
点
整
備
事
業

信
州
大
学
オ
ー
プ
ン
ベ
ン
チ
ャ
ー・
イ
ノ

ベ
ーシ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー（
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｃ
）
開
所
式

を
開
催

　

平
成
30
年
６
月
19
日
、
上
田
キ
ャ
ン
パ

ス
に
て
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｃ
の
開
所
式
が
挙
行
さ
れ

ま
し
た
。Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｃ
は
、
長
野
県
と
の
共
同

提
案
に
よ
り
当
事
業
に
採
択
さ
れ
、
本
年

４
月
よ
り
稼
働
を
開
始
し
ま
し
た
。
式
典

で
は
、
濱
田
州
博
学
長
、
太
田
寛
長
野
県

副
知
事
、
中
村
宗
一
郎
理
事
、
下
坂
誠
繊

維
学
部
長
、
ご
来
賓
よ
り
松
尾
泰
樹
文
部

科
学
省
大
臣
官
房
審
議
官
（
当
時
）、
土
屋

陽
一
上
田
市
長
の
挨
拶
が
あ
り
、セ
ン
タ
ー

を
核
と
す
る
産
学
官
連
携
の
推
進
に
向
け

て
、
決
意
と
期
待
が
表
明
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
入
居
す
る
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
等
の

事
業
紹
介
や
、
製
品
展
示
お
よ
び
施
設
内

覧
会
が
実
施
さ
れ
、
列
席
者
や
報
道
関
係

者
の
関
心
を
集
め
ま
し
た
。
各
所
か
ら
の

ご
来
賓
を
は
じ
め
、
学
内
外
の
関
係
者
総

勢
１
０
０
名
以
上
の
列
席
が
あ
り
、
盛
況

な
開
所
式
と
な
り
ま
し
た
。

産
学
官
地
域
連
携
課
　
係
員
　
松
澤
哲

テープカットの様子／左から下坂繊維学部長、中村
理事 ( 研究・産学連携担当、当センター長 )、松尾文
部科学省大臣官房審議官（現 科学技術・学術政策局
長）、濱田学長、太田副知事、土屋市長、栁澤上田商
工会議所会頭、山田理事（総務・環境施設担当）
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平
成
30
年
８
月
27
日
、
信
州
大
学
と
長
野

県
高
森
町
は
、
包
括
的
な
連
携
協
定
を
締
結

し
ま
し
た
。
長
野
県
高
森
町
は
、
冬
の
風
物

詩
で
あ
る
干
し
柿
の
中
で
も
ト
ッ
プ
ブ
ラ
ン

ド
と
な
る
「
市
田
柿
」
発
祥
の
地
と
し
て
知

ら
れ
る
町
で
す
。

　

信
州
大
学
は
、
平
成
11
年
度
か
ら
高
森
町

の
乳
幼
児
健
診
に
小
児
科
医
を
派
遣
、
平
成

28
年
度
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
教
員
養
成
や

新
学
習
指
導
要
領
に
向
け
た
事
業
連
携
の
指

導
な
ど
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

平
成
29
年
度
に
は
、
全
国
９
番
目
と
な
る

地
域
人
材
育
成
の
場
「
信
州
た
か
も
り
熱
中

小
学
校
」
の
開
設
が
決
ま
り
、
教
頭
就
任
依

頼
並
び
に
教
員
派
遣
の
打
合
せ
を
実
施
す
る

中
で
、
学
術
研
究
院
（
総
合
人
間
科
学
系
）

林
靖
人
准
教
授
が
就
任
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。 高

森
町
と
包
括
的
な
連
携
協
定
を
締
結

　

現
在
、
熱
中
小
学
校
事
業
を
き
っ
か
け
に
、

高
森
町
で
は
、
地
方
創
生
の
た
め
の
人
材
育
成
、

地
域
文
化
や
地
域
産
業
を
活
用
す
る
機
運
が
高
ま

り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
今
後
、
高
森
町
を
一
つ
の

フ
ィ
ー
ル
ド
と
し
て
様
々
な
地
域
活
性
化
事
業
が

展
開
さ
れ
る
こ
と
を
鑑
み
、
文
化
、
教
育
、
学
術
、

産
業
振
興
、
人
材
育
成
、
保
安
、
保
健
及
び
環
境

保
全
等
の
分
野
に
お
い
て
、
部
局
横
断
的
に
研

究
・
教
育
活
動
と
連
携
で
き
る
よ
う
包
括
連
携
協

定
を
締
結
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
本
包
括
連
携
協
定
を
活
用
し
た
事

業
を
展
開
す
る
こ
と
で
、
様
々
な
行
政
課
題
の

解
決
や
新
た
な
地
方
創
生
事
業
が
創
造
さ
れ
て

い
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
高
森
町

と
の
連
携
協
定
を
き
っ
か
け
に
、
飯
伊
地
域
の

他
の
自
治
体
と
本
学
と
の
連
携
事
業
の
活
性

化
、
新
た
な
連
携
事
業
も
広
が
っ
て
い
く
こ
と

が
期
待
さ
れ
ま
す 

。

　

本
年
９
月
に
着
任
し
、
理
学
部
、
医
学
部

保
健
学
科
、
全
学
教
育
機
構
（
理
系
）
の
担

当
と
し
て
、
松
本
キ
ャ
ン
パ
ス
に
勤
務
し
て

お
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
、
産
学
連
携
や
地
域

連
携
を
中
心
に
し
た
教
育
研
究
活
動
を
行

い
、
ア
イ
デ
ア
創
出
や
も
の
づ
く
り
を
ベ
ー

ス
に
し
た
ア
ン
ト
レ
プ
レ
ナ
ー
教
育
を
中
心

に
、
研
究
で
は
、
超
短
パ
ル
ス
レ
ー
ザ
ー
を

用
い
た
物
性
物
理
の
分
野
で
研
究
を
行
っ
て

き
ま
し
た
。
前
職
で
は
大
学
Ｃ
Ｏ
Ｃ
事
業
に

も
関
わ
り
、
そ
の
活
動
の
中
で
工×

看×

芸
の
分
野
が
連
携
し
た
市
民
参
画
型
の
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行
い
、
集
合
知
を
活
用
し
な

が
ら
の
新
し
い
ア
イ
デ
ア
の
創
出
や
、
そ
の

場
か
ら
大
学
の
研
究
活
動
で
取
り
組
む
べ
き

内
容
を
見
出
す
こ
と
な
ど
に
も
挑
戦
し
て
き

ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
経
験
を
活
か
し
な
が

ら
、
信
州
大
学
が
魅
力
の
あ
る
大
学
で
あ
る

よ
う
、
尽
力
し
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
の

で
、
ご
指
導
と
ご
協
力
の
程
、
よ
ろ
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

大
阪
市
立
大
学
大
学
院
修
了
、博
士
（
工
学
）

新
任
者
ご
挨
拶

　

今
年
の
10
月
よ
り
着
任
し
、Ｕ
Ｒ
Ａ（
文

系
）
と
し
て
松
本
キ
ャ
ン
パ
ス
に
て
勤
務

し
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
は
学
校
教
員

と
し
て
技
術
・
情
報
を
専
門
に
教
師
を
務

め
な
が
ら
、
営
業
・
広
報
活
動
、Ｉ
Ｃ
Ｔ
教

育
推
進
に
携
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、

研
究
で
は
教
育
工
学
を
専
門
に
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
ロ
ボ
ッ
ト
を
教
育
に
活
用
す

る
方
法
を
検
討
し
た
り
、「
社
会
と
つ
な
が

る
教
育
」
を
テ
ー
マ
に
産
学
連
携
を
通
し

て
学
校
教
育
が
社
会
の
中
で
ど
の
よ
う
に

役
立
っ
て
い
る
の
か
を
子
ど
も
た
ち
に
伝

え
る
活
動
を
し
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら

は
人
文
学
部
、
経
法
学
部
、
全
学
教
育
機

構
（
文
系
）
と
い
っ
た
文
系
学
部
の
担
当

と
し
て
研
究
支
援
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

地
元
で
あ
る
長
野
の
信
州
大
学
で
働
け
る

こ
と
を
誇
り
に
思
い
な
が
ら
真
摯
に
努
め

て
参
り
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。　

長
野
県
飯
田
市
出
身　

早
稲
田
大
学
大
学

院
環
境
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
研
究
科
修
了

産
学
官
地
域
連
携
課
　
主
査
　
山
崎
守
雄

信州大学濱田州博学長と高森町壬生照玄町長

信州たかもり熱中小学校第１期修了式の様子

ＵＲＡ室（理学部・医学部保健学科）
准教授
市田秀樹

ＵＲＡ室（人文学部・経法学部）
助教

小林渓太
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平
成
30
年
９
月
７
日
に
、
ま
つ
も
と
市
民
芸
術

館
に
て
「
埋
込
型
・
装
着
型
デ
バ
イ
ス
共
創
コ
ン

ソ
ー
シ
ア
ム
」
第
１
回
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
〜
日
本
の

医
療
機
器
開
発
を
加
速
す
る
国
家
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
始
動
〜
を
開
催
し
ま
し
た
。
医
療
機
器
開
発
等

に
関
わ
る
企
業
・
研
究
機
関
に
向
け
て
、
本
コ
ン

ソ
ー
シ
ア
ム
で
実
現
を
目
指
す
生
理
学
的
デ
ー
タ

統
合
シ
ス
テ
ム
の
紹
介
と
産
学
共
同
研
究
10
課
題

の
う
ち
、
人
工
内
耳
、
人
工
補
助
心
臓
な
ど
４
課

題
の
研
究
報
告
を
し
ま
し
た
。
ま
た
、（
独
）
医

薬
品
医
療
機
器
総
合
機
構 

医
療
機
器
審
査
第
一

部
長 
髙
江
慎
一
氏
よ
り
、「
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の

実
現
化
に
必
要
な
こ
と
〜
適
切
な
評
価
と
開
発
迅

速
化
の
た
め
の
環
境
整
備
の
視
点
か
ら
〜
」
と
題

し
て
基
調
講
演
を
頂
き
ま
し
た
。
県
内
外
の
医
療

機
器
及
び
医
療
機
器
に
関
心
の
あ
る
企
業
始
め
、

約
１
２
０
名
の
方
に
来
場
頂
き
ま
し
た
。
今
後
も

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
継
続
開
催
し
、
本
コ
ン
ソ
ー
シ

ア
ム
の
拡
大
を
図
っ
て
参
り
ま
す
。

　

平
成
30
年
９
月
15
日
（
土
）、「
第
５
回
信
州
大

学
見
本
市in

軽
井
沢
〜
知
の
森
総
合
展
２
０
１
８

〜
」
を
軽
井
沢
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
ウ
エ
ス
ト
に
お

い
て
開
催
し
ま
し
た
。

　

信
州
大
学
の
研
究
シ
ー
ズ
や
研
究
成
果
を
広
く

企
業
や
自
治
体
に
発
信
し
、
産
学
官
連
携
を
推
進

す
る
た
め
の
展
示
会
で
す
。
こ
れ
ま
で
、
キ
ャ
ン

パ
ス
名
称
地
域
（
長
野
市
、
松
本
市
、
上
田
市
、

伊
那
市
）
で
開
催
し
て
き
ま
し
た
が
、
今
年
は
社

会
基
盤
研
究
セ
ン
タ
ー
軽
井
沢
オ
フ
ィ
ス
が
開
設

さ
れ
た
軽
井
沢
町
に
て
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
回
は
７
カ
テ
ゴ
リ
ー
、
計
27
ブ
ー
ス
の
出
展

の
ほ
か
に
産
学
官
連
携
を
考
え
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

も
行
い
、
約
１
６
０
名
の
方
に
ご
来
場
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

今
後
も
長
野
県
の
様
々
な
地
域
で
信
州
大
学
の

活
動
を
知
っ
て
い
た
だ
き
、
活
動
の
幅
を
広
げ
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

最
後
に
、
見
本
市
へ
出
展
い
た
だ
い
た
方
々
、

実
行
委
員
の
方
々
に
、
こ
の
場
を
お
借
り
し
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

　

平
成
30
年
６
月
19
日
、
上
田
キ
ャ
ン
パ
ス
に
て

信
州
大
学
と
長
野
県
共
催
の
「
革
新
的
無
機
結
晶

材
料
技
術
の
産
業
実
装
に
よ
る
信
州
型
地
域
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
・
エ
コ
シ
ス
テ
ム
」
第
１
回
公
開
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
兼
信
州
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・
エ
コ
シ

ス
テ
ム
研
究
会
を
開
催
、
多
く
の
企
業
や
行
政
の

方
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。
信
州
大
学
長
、

長
野
県
副
知
事
の
開
会
あ
い
さ
つ
、
ご
来
賓
あ
い

さ
つ
に
続
き
、
結
晶
材
料
育
成
技
術
「
フ
ラ
ッ
ク

ス
法
」
の
産
業
展
開
等
に
つ
い
て
紹
介
、
さ
ら
に

三
菱
ケ
ミ
カ
ル
（
株
）
の
瀬
戸
山
亨
氏
、
ト
ヨ
タ

自
動
車
（
株
）
射
場
英
紀
氏
を
お
招
き
し
大
学
の

材
料
科
学
等
へ
の
ご
期
待
を
ご
講
演
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

平
成
30
年
８
月
18
日
（
土
）
松
本
城
公
園
周
辺
を

会
場
と
し
、
連
日
続
い
た
猛
暑
も
一
時
的
に
和
ら
い

だ
絶
好
の
フ
ィ
ー
ル
ド
日
和
の
中
で
「
電
波
キ
ャ
ッ

チ
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。（
当
日
の
様
子
は
セ
ン

タ
ー
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
参
照
く
だ
さ
い
）
昨
年
度
は

松
本
キ
ャ
ン
パ
ス
内
と
い
う
閉
鎖
空
間
で
行
わ
れ
ま

し
た
が
、
今
回
は
松
本
市
中
心
部
の
市
街
地
で
の
開

催
と
い
う
こ
と
で
、
よ
り
現
実
に
即
し
た
防
災
に
つ

い
て
意
識
し
て
も
ら
う
こ
と
に
つ
な
が
っ
た
か
と
思

い
ま
す
。

　

臨
時
災
害
放
送
局
を
利
用
し
た
こ
の
よ
う
な
イ
ベ

ン
ト
は
、
全
国
初
の
試
み
で
あ
り
、
８
月
に
盛
岡
市

で
開
催
さ
れ
た
国
際
防
災
・
危
機
管
理
研
究
岩
手
会

議
に
て
発
表
を
行
い
ま
し
た
。

　

信
州
大
学
の
創
立
50
周
年
を
機
に
ス
タ
ー

ト
し
た
放
送
公
開
講
座
も
、
今
年
で
20
回
目

と
な
り
ま
し
た
。
今
年
は
「
ロ
ー
カ
ル
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
」
を
テ
ー
マ
に
、
地
域
が
抱
え

る
課
題
に
対
し
て
従
来
と
異
な
る
新
た
な
手

段
で
の
解
決
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
る
研
究

や
活
動
を
取
り
上
げ
ま
し
た
。Ｓ
Ｂ
Ｃ
ア
ナ
ウ

ン
サ
ー
と
共
に
現
役
信
大
生
が
リ
ポ
ー
タ
ー

を
務
め
、
文
理
を
問
わ
ず
様
々
な
現
場
を
訪

れ
、
信
大
の
研
究
者
や
学
生
が
地
域
の
方
と

歩
む
姿
を
追
い
か
け
る
番
組
に
仕
上
が
っ
て

い
ま
す
。
残
念
な
が
ら
放
送
は
終
了
し
て
し

ま
い
ま
し
た
が
、信
大
公
式
のY

ouTube

チ
ャ

ン
ネ
ル
か
ら
も
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

高
校
生
か
ら
社
会
人
ま
で
幅
広
い
年
齢
層
が

ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
・
ア
イ
デ
ア
を
競
う
信
州
ベ

ン
チ
ャ
ー
コ
ン
テ
ス
ト
２
０
１
８
が
９
月
15
日

（
土
）
に
公
立
諏
訪
東
京
理
科
大
学
に
て
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
高
校
生
・
ア
イ
デ
ア
・
起
業
の

３
部
門
で
、
信
州
を
元
気
に
す
る
テ
ー
マ
15
件

の
発
表
が
あ
り
、
起
業
に
関
心
の
あ
る
約
１
０

０
名
が
聴
講
し
ま
し
た
。
起
業
部
門
で
は
り
ん

ご
の
お
酒
「
シ
ー
ド
ル
」
と
廃
校
の
活
用
を
結

び
付
け
た
「
林
檎
学
校
醸
造
所
」
の
プ
ラ
ン
が

グ
ラ
ン
プ
リ
の
受
賞
と
、
観
客
の
投
票
で
選
ば

れ
る
オ
ー
デ
ィ
エ
ン
ス
賞
を
Ｗ
受
賞
し
ま
し

た
。
ど
の
プ
ラ
ン
も
地
域
資
源
の
魅
力
を
活
か

し
て
い
る
素
晴
ら
し
い
発
表
で
し
た
。

埋
込
型・装
着
型
デ
バ
イ
ス
共
創
コ
ン
ソ
ー

シ
ア
ム 

第
１
回
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催

第
５
回
信
州
大
学
見
本
市 

in
軽
井
沢　

　
　
　
　
〜
知
の
森
総
合
展
２
０
１
８
〜

地
域
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・
エ
コ
シ
ス
テ
ム

第
１
回
公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
兼
信
州
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
・
エ
コ
シ
ス
テ
ム
研
究
会
を
開
催

臨
時
災
害
放
送
局
を
利
用
し
た
「
第
２
回
自

作
ラ
ジ
オ
で
Ｆ
Ｍ
電
波
キ
ャ
ッ
チ
」
開
催

20
回
目
の
放
送
公
開
講
座
は
、

　
　
　
ロ
ー
カ
ル
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
！

〜
あ
な
た
が
創
る
！
信
州
の
未
来
！
〜

信
州
ベ
ン
チ
ャ
ー
コ
ン
テ
ス
ト
２
０
１
８

地
域
防
災
減
災
セ
ン
タ
ー
　
研
究
支
援
推
進
員
　
横
山
俊
一

 

Ｕ
Ｒ
Ａ
室
　
准
教
授
　
鳥
山
香
織

産
学
官
地
域
連
携
課
　
主
査
　
山
崎
守
雄

Ｕ
Ｒ
Ａ
室
　
講
師
　
中
西
弘
充

産
学
官
地
域
連
携
課
　
係
員
　
鵜
澤
尚
弘

Ｕ
Ｒ
Ａ
室
　
准
教
授
　
土
井
達
也

シンポジウムの様子

シンポジウムの様子
齋藤直人領域統括によるプロジェクト紹介

知の森総合展示会の様子

平
成
30
年
度
上
半
期
イ
ベ
ン
ト
報
告

各
種
イ
ベ
ン
ト
の
告
知
は
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
に
て
随
時
行
っ
て
お
り
ま
す
！

http://w
w
w
.shinshu-u.ac.jp/institution/suirlo/
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信
州
大
学
と
フ
ラ
ン
ス
の
リ
ー
ル
大
学
は
、
平
成
26

年
２
月
の
大
学
間
学
術
交
流
協
定
締
結
以
来
、
進
化
計

算
、
計
算
知
能
分
野
を
中
心
と
し
た
国
際
共
同
研
究
と

人
材
育
成
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
平
成
29
年
７
月
、

リ
ー
ル
大
学
内
に
、
本
学
２
拠
点
目
の
海
外
サ
テ
ラ
イ

ト
オ
フ
ィ
ス
「
国
際
連
携
ラ
ボ
（
Ｌ
Ｉ
Ａ-

Ｍ
Ｏ
Ｄ
Ｏ
）」

を
設
置
、
翌
年
７
月
、
工
学
部
キ
ャ
ン
パ
ス
内
に
、
ア

ジ
ア
初
の
拠
点
「
リ
ー
ル
大
学
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス

in 

信
州
大
学
」
を
設
置
し
、
国
際
学
術
交
流
の
一
層

の
活
性
化
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

リ
ー
ル
大
学
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
開
設
式
に
は
、

両
大
学
関
係
者
に
加
え
、
在
日
仏
大
使
館
や
フ
ラ
ン
ス

国
立
科
学
研
究
セ
ン
タ
ー
東
京
事
務
所
か
ら
の
参
加
も

あ
り
、
同
日
行
わ
れ
た
国
際
連
携
ラ
ボ
主
催
の
国
際

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
（
Ｃ
Ｉ
Ｍ
Ｏ 

２
０
１
８
）
に
は
８
か

国
か
ら
研
究
者
が
集
い
ま
し
た
。

　

国
際
連
携
ラ
ボ
「
Ｌ
Ｉ
Ａ-

Ｍ
Ｏ
Ｄ
Ｏ
」
は
、

International A
ssociated Laboratory on 

M
assive O

ptim
ization

の
略
で
、Ｄ
Ｏ
は
柔
道
、
茶

道
な
ど
の
「
道
」
に
由
来
し
ま
す
。
進
化
計
算
、
人
工

知
能
、Ｉ
ｏ
Ｔ
な

ど
ス
マ
ー
ト
社

会
の
実
現
に
欠

か
せ
な
い
技
術

を
扱
う
計
算
知

能
分
野
の
「
道
」

を
究
め
、
両
大

学
の
交
流
が
よ

り
一
層
加
速
し

て
い
く
こ
と
が

期
待
さ
れ
ま
す
。

#1
「
対
象
と
な
る
貨
物
」

　

信
州
大
学
で
教
え
、
研
究
し
、
学
び
、
働
く
構
成
員
の
皆
様

に
は
、
安
全
保
障
貿
易
管
理
制
度
（
単
に
「
輸
出
管
理
」
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。）
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

対
象
と
な
る
の
は
、
形
あ
る
物
（
法
律
で
「
貨
物
」
と
い
い

ま
す
。）
を
国
境
を
越
え
て
送
っ
た
り
持
ち
出
し
た
り
す
る
時

と
、
教
育
や
指
導
に
用
い
ら
れ
る
、
物
の
設
計
・
製
造
・
使
用

に
関
す
る
技
術
（
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
も
含
ま
れ
ま
す
。）
を
外
国

で
或
い
は
非
居
住
者
に
対
し
て
提
供
す
る
時
で
す
。

　

我
が
国
で
は
、
武
器
や
大
量
破
壊
兵
器
に
用
い
ら
れ
る
恐
れ

を
規
制
す
る
リ
ス
ト
規
制
と
、
リ
ス
ト
規
制
以
外
で
も
懸
念
を

包
括
的
に
規
制
し
よ
う
と
す
る
キ
ャ
ッ
チ
オ
ー
ル
規
制
が
行
わ

れ
て
い
ま
す
。

　

信
州
大
学
で
は
、
我
が
国
の
法
律
を
遵
守
す
る
た
め
安
全
保

障
輸
出
管
理
規
程
を
整
備
し
て
輸
出
管
理
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
が
、
他
大
学
等
は
そ
れ
ぞ
れ
の
実
態
に
応
じ
て
独
自
に
そ
の

手
続
き
を
定
め
て
い
ま
す
の
で
、
統
一
さ
れ
た
書
式
や
手
法
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

第
１
回
の
今
回
は
、
規
制
の
「
対
象
と
な
る
貨
物
」
に
つ
い

て
解
説
い
た
し
ま
す
。

　

形
あ
る
物
（
貨
物
）
を
国
境
を
越
え
て
送
っ
た
り
持
ち
出
し

た
り
し
よ
う
と
す
る
場
合
が
規
制
の
対
象
と
な
り
ま
す
。
実
際

に
は
「
食
料
品
，
木
材
・
皮
革
・
紙
製
品
の
一
部
」
以
外
の
全

て
の
形
あ
る
物
は
、
何
ら
か
の
規
制
の
対
象
に
な
っ
て
い
ま
す

の
で
、適
宜
必
要
な
輸
出
管
理
の
手
続
き
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

た
だ
し
、
一
般
に
市
販
さ
れ
て
い
る
民
生
品
を
個
人
使
用
の
た

め
に
外
国
へ
持
ち
出
し
、
個
人
で
使
用
後
は
そ
の
ま
ま
持
ち
帰

る
場
合
に
は
、
規
制
の
対
象
外
と
し
て
取
り
扱
っ
て
い
ま
す
。

　

特
に
気
を
つ
け
て
い
た
だ
き
た
い
の
は
、
学
術
研
究
の
た
め

に
大
学
で
使
用
し
て
い
る
研
究
資
材
に
対
象
外
は
あ
り
ま
せ
ん

の
で
、
確
実
に
輸
出
管
理
の
手
続
き
を
実
施
す
る
よ
う
に
お
願

い
し
ま
す
。

　

EurekAlert!

は
、
科
学
雑
誌
「Science

」
の
出
版
社
Ａ
Ａ

Ａ
Ｓ（
ア
メ
リ
カ
科
学
振
興
協
会
）
が
運
営
す
る
オ
ン
ラ
イ
ン

ニ
ュ
ー
ス
サ
ー
ビ
ス
で
す
。
大
学
な
ど
研
究
機
関
が
研
究
成
果

等
の
ニ
ュ
ー
ス
を
配
信
し
、
読
者
登
録
し
て
い
る
世
界
中
の
科

学
記
者
が
記
事
に
し
た
り
、Tw

itter

やFacebook

等
Ｓ
Ｎ
Ｓ

に
連
動
す
る
な
ど
、
情
報
の
拡
散
が
期
待
で
き
ま
す
。
本
学
で

は
、
有
力Journal

誌
に
掲

載
の
最
新
の
論
文
を
対
象

と
し
て
、
平
成
30
年
１
月

か
ら
先
鋭
領
域
融
合
研
究

群
を
中
心
に
利
用
し
て
い

ま
す
。
研
究
成
果
ご
発
表

の
際
は
、EurekAlert!

で

の
海
外
発
信
に
つ
い
て
も

ご
検
討
く
だ
さ
い
。

　

研
究
不
正
防
止
に
関
す
る
取
組
を
紹
介
す
る
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
ま
し
た
。
研
究
倫
理
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
、

研
究
費
の
不
正
使
用
防
止
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
、
研
究
費
執
行
ハ

ン
ド
ブ
ッ
ク
、
研
究
倫
理
教
育
や
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
教
育
、

研
究
倫
理
ｅ
ラ
ー
ニ
ン
グ
プ
ロ
グ
ラ
ム
「
Ａ
Ｐ
Ｒ
Ｉ
Ｎ（
旧
Ｃ

Ｉ
Ｔ
Ｉ Japan

）」、
剽
窃
チ
ェ
ッ
ク
支
援
ツ
ー
ル

「iThenticate

」、
研
究
デ
ー
タ
保
存
等
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
、
関
係
規
程
や
通
知
、
相
談
窓
口
、
通
報
窓
口
な
ど
、

研
究
不
正
防
止
に
関
す
る
様
々
な
情
報
と
様
式
を
掲
載
し
て

い
ま
す
。
是
非
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

URL

：https://w
w
w
.shinshu-u.ac.jp/hq/research-integrity/

海
外
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス

　

      

仏
・
リ
ール
大
学

「
Ｓ
Ｔ
Ｃ
ａ
ｂ
ｃ
」

「EurekA
lert!

」
研
究
成
果
の
海
外
発
信

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
「
研
究
活
動
・
研
究
費
等

の
不
正
防
止
」
の
ご
紹
介研

究
支
援
課
　
主
査
　
鳴
澤
学

国
際
学
術
交
流
室
　
係
員
　
今
西
暢
子

輸
出
監
理
室
　
室
長
　
大
澤
純
夫

左から信州大学濱田州博学長、
リール大学 Francois-Olivier SEYS 副学長

参考： http://www.eurekalert.org/ にて
「shinshu university」で検索

お
知
ら
せ

輸
出
監
理
室
よ
り

国
際
学
術
交
流
室
よ
り

研
究
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
室
よ
り

国
際
学
術
交
流
室
　
係
員
　
今
西
暢
子

2019 年、信州大学は創立 70周年、旧制松本高等学校は 100周年の節目を迎え
6月 1日の記念式典他、多彩な記念事業を計画しています。ご期待ください。


